
アプリケーション開発体制 

重点課題① 重点課題② 重点課題○ 

AICS責任者① AICS責任者② 

代表機関① 
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（実験・観測） 
   （産業界） 等 

実施機関 

Co-design 要求・ 
評価 

実装 

代表機関② 

分担機関 
（計算科学） 
（理論） 

（実験・観測） 
   （産業界） 等 

実施機関 

要求・ 
評価 

実装 

分野コミュニティ 

参画 参画 

アプリ開発、成果創出、社会還元に責任を 
持つ取りまとめ機関（公募） 

計算科学者を中心に、 
・理論・応用数学者の協力の下、新アルゴリ
ズム開発やアプリへの実装 
・大型実験施設等の利用者や研究ＰＪ等と
連携した実証実験 
・成果の社会還元を見据えた社会科学者や
産業界・自治体等との連携 

等が実施できる分野を越えた関係者が結集し
た体制 

ポスト「京」開発主体が、Co-designに責任を
持つべく、実施体制に参画するとともに、重点
課題間の連携や共通基盤技術の整備を担う 

コミュニティへの展開 

計算科学技術を活用する裾野を拡大していく
ため、分野コミュニティによる以下の取組を推進。 
• 萌芽的・基礎的研究の効果的な実施 
• 研究人材・利活用人材の育成 
• 先端アプリの維持・発展、利活用促進 等 

・・・ 

参画 

ポスト「京」開発主体(理研AICS)：Co-designでのシステム開発、共通基盤研究 

※理研AICS：理化学研究所計算科学研究機構 
※実施機関には理研AICSも含み得る。 

全体推進機関（委員会等） 全体的な観点からプロジェクトを定常的かつ
強力にフォローアップし、プロジェクトの進捗状
況の把握・評価・改善提言・指導等を行う 
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Co-design 

○開発主体である理化学研究所と、重点課題実施機関、開発参画企業および連携機関が協力して開発体制を構築。 
○重点課題ターゲットアプリケーションを中心に、アプリケーション開発者と計算機システム開発者の協調によりアプリケー 
   ションおよびシステムを協調設計(Co-design)していく。 

開
発
参
画
企
業 協調 



（参考）フラッグシップ2020プロジェクト（ポスト「京」の開発）体制等について 
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• 最先端スパコンの開発は将来導入されると見込まれる技術を前提に開発を進めるものであり、不確実性や予見不可能性
が大きいため、国、開発主体、開発担当企業が密接な連携を取って、本プロジェクトを推進することが必要である。 

• そのため、プロジェクトに関与する三者間によるプロジェクト管理の連絡調整（状況確認、意見交換、課題の抽出、必要な
対応の検討等）を円滑に行い、国費総額1,100億円の一大国家プロジェクトを着実に推進していくため、文部科学省、開発
主体及び開発担当企業からなるプロジェクト推進三者会議を設置する。 


